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各部・部長及びクラブ会長　様

被災地支援募金のお願い

台風 15 号、19 号により被災された方々や困難な状況におられる方々に対して心よりお見舞い申し上げ
ます。
ワイズメンズクラブ西日本としては区独自での取り組みとしての募金を行いたく考えています。役員会
や研修会など区・各部・各クラブが行う様々な機会を通じ「被災地支援募金」を募り、その集まった支
援金を効果的に配布すべく支援の対象を協議し、出来る限り的確かつ効果的な支援を実行したいと
考えています。
この支援金につきましては、今年度ロースターの 7ページに記載されております「災害支援金」として
の取り扱いを致しますので、手続きにつきましては他献金と同様にお考え下さいます様宜しくお願い致
します。　　
また、この支援については個別の情報によることなく可能な限り区全体として対応していきたいと考え
ますので、ご理解とご協力をお願いします。但し、このことは DBC 等個別の友好関係により行われる
支援を制限するものではありません。
また、YMCAの動きとして、今回の災害に対しての支援の在り方を協議してきたなかで各地YMCA
に対して日本YMCA同盟より『ポジティブネットYMCA 基金』として被災地支援の目的の募金を募
る旨の通知が出されました。これは日本YMCAが主となり実施する募金活動でありますので、我々も
出来る限りの協力を尽くしたく考えています。メンバーの方々におかれましては所属YMCAより依頼
があれば、街頭募金への協力等について積極的に御協力頂けますようお願いします。

令和元年 12月から２年 1月にかけて（日は未定、後日告知されます。）国際議員の選挙が行われま
す。ここで選ばれた議員は次々期アジア太平洋地会長を努めていただくことになります。東西日本
区からは大野勉ワイズ（神戸ポートクラブ）を推薦しました。大切な選挙ですので各クラブ会長様に
あっては必ず投票していただきますようお願いします。

国際議員の投票を必ず行いましょう

11 月は今期の中間点と位置付けられます。
今までの行動計画・実行の確認と必要なら修正を行い、3月末を目途に成果を成し仕上げをして
5月から 6月末までに総括し次期につなげることを期待しています。

今期中間点への思い
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於：神戸ベイシェラトンホテル

於：神戸ベイシェラトンホテル

於：神戸ベイシェラトンホテル

六甲部理事懇談会9 月28日

報 告
INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUBS

ワイズ活動やYMCAとのパートナーシップにあって、歴史
と経験を積み重ねてこられた実績に裏付けされている自信
を感じる懇談会ではありました。
しかし「近年メンバーの高齢化や減少がもたらす課題が
増えてきている。新しいYMCA のスタッフとのコミュニ
ケーションが少し希薄になってきたように思える」とのベ
テランメンバーの言葉に気付かされるものがありました。

六甲部瀬戸山陰部　合同メネット会

事業報告では六甲部が近年継続されている子どもの貧困の問
題を取り上げられ、瀬戸山陰部は例会へのメネットの積極的参
加を図っていきたいとの報告がありました。
講演は岡山 CAP 代表 山下明美さんが『子どもへの虐待 その
予防のために』と題して社会の現状を語られました。

六甲部瀬戸山陰部　合同部会

両部の様 な々思いと友情が込められた部会でした。両部の会長が一
同に壇上に上がってのバナーセレモニーでは、メンバーはそれぞれに
胸に秘めた思いがあったことと思います。
次代にあってのワイズメン活動のあり方やポリシーを深く思考されて
いる両部の今後に大いなる期待を寄せたいと思います。
懇親会は神戸らしく、女性のサクソフォン・カルテット“コパ
ン”によるポピュラーからジャズまでの様 な々サウンドや姫
路グローバルバンドの楽しい演奏が繰り広げられました。
神戸のちょっと素敵で、おしゃれなひとときを楽しみました。

於：茨木スカイレストラン

掛谷部長の中西部にかける熱き思いのこもった挨拶の後のバ
ナーセレモニーは、たぶん区内最高齢会長であろう井上千里クラ
ブ会長も御登壇頂いた和気あいあいのものでした。

講演はスリランカ出身でタレントの羽衣国際大
学教授の“にしゃんた氏”による軽妙洒脱な言
語学論（？）で大いに笑い、楽しみました。

懇親会は 2 名の女性バイオリニストのパフォーマンスがあり、メンバーの席を縫うように動き
廻っての演奏をメンバーはその迫力に魅せられたように聞き入りました。会費を少し抑えて開催
された部会でしたが心豊かで満足度の高いものでした。
部会のあり方の一つとして大いに参考になるものだと思いました。

10 月5 日 中西部　部会

眼下に私の三つの母校（小・中・高校 8 才～ 21才
茨木在住）を眺められる会場でした。

（余談）
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報 告
INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUBS

10 月26日 於：グランドプリンスホテル広島

語らいの会（9:30 ～ 11:00）
西中国部会の１日

部の『今とこれからを語る会』をやろうかと西中国部の現・直前・
次期部長・元理事の方々等の語らいの時間が持たれました。ワイ
ズ運動や組織のあり方などを語ることの大切さがメンバー共通
の認識となるように、令和２年２月１日～２日にロングランの『( 仮
称 ) 語らいの集い』を開催しようという事になりました。語ること
の大切さを実感する成果のある時間となりました。

懇親会はメンバー・メネットによる邦楽の演奏と剣舞で晴れやかに
オープンしました。ステージのバックカーテンが開かれると、そこには
瀬戸内の美しい風景と紅が見事に広がりました。なごやかな交歓と今
期最終の部会ということで多くのクラブからの“アピールタイム“は熱が
こもりました。『西日本区大会』のアピールもびわこ部から参加の18 名
と役員などで盛り上がりました。6 月 13 日には多くの方が琵琶湖の地
へお出で頂けることを楽しみにしています。

今期の西日本区最後の部会。数奇な歴史を持つ広島の宇品港のある風光明
媚な地に立つホテルを会場に行われた部会は、藤川部長の挨拶、バナーセレ
モニー、参加者紹介の後、メンバーでもある日本根付研究会会長赤羽克秀氏
の『江戸のおしゃれ』と題した講演がありました。我 ワ々イズメンも身に着けた
い“粋”について笑いの中の学びの時間でした。

メネットアワー（11:00 ～ 12:30）

大野事業主任による「メネット事業について」の卓話で今期の方針につ
いて語られました。又、「ベルマーク」を集めて教育助成支援の一助と
なるよう協力を呼びかけられました。

EMC シンポジウム（13:00 ～ 14 :00）

牧野事業主任が講師として『発展アクションプラン』と題して事例をあ
げクラブのメンバー増強へのヒントを語り「２０２２年・人」へ向けて
の熱い意志と呼び掛けを行ないました。

9月1日に始まり10月26日で終わりをつげた今期の部会。メンバー、メネットの皆様には
部会の開催、本当にご苦労様でした。それぞれの素晴らしかった部会で多くの交流や交
歓の時間を頂いたこと、大いに楽しませて頂いたことに感謝とお礼を申し上げます。

部会と懇親会（14:00 ～ 17:30）

『ギネスレコードチャレンジ』が京都三条会商店街で行われ、
“互いのＴシャツにサインをした最多人数”に挑戦。
みごと今までの記録（918 人）を越え、９１９人を達成しまし
た。多くの屋台やお楽しみコーナーで賑わい、“ワイズ知名
度”アップに貢献した事業であり多くのメンバーが参加され、
連帯感が高まり京都部の発展に寄与することと思います。

10 月27日
ワイズメンズクラブ国際協会 
西日本区京都部
ワイズデー開催イベント

ギネスレコード
チャレンジ！
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ワイズメンズクラブとYMCAが互いを正しく評価し、より好ましい関係を構築することを目的としここ数年協議を進
めてきた委員会をさらなる効果を生む委員会として東西日本区が正式に位置付けることが決定されました。
決まったこと（今までに決まっていたことで再確認した事項も含む）
・委員会規定を纏め（各委員の意見を基に委員長が纏め通知）各区で位置付けを明記する
・委員　委員の人選はYMCA、東日本区、西日本区　各々に委ねる
　　　　但し東西日本区共に当該年度の理事は必ず含むものとする
西日本区は理事、直前理事、直直前理事　のトロイカ体制とする
・委員会は年２回程度開催する
・交通費は 3 者が各々負担する
・次回の開催　令和 2 年 4月18日　東西理事懇談会に合わせて開催する
★2022 年までにすべき具体的な目標を挙げ、具体的な行動計画を立てることになり、目標として2つ挙げられました。
　１．ワイズ、YMCAの中で人材バンク（スキルリスト）を作り、互いの活動の中で相互活用する。
　２．各YMCA単位、あるいはワイズの部単位でパートナーシップ委員会（連絡協議会）を設置し、具体的な共同プ
　　 ロジェクトを生み出し、若者やボランティアを巻き込みWin Winの関係を生み出す。
　 　何を目指すかという点で は、次のように表現する。
　　・「何か地域社会に役立つプロジェクトをみつける、YMCAとワイズがそれによってつながる、YMCAもワイズ      
       もよくなっていく」
　　・「支えたくなるYMCA、入りたくなるワイズ」　　　
今後多くのYMCAとそれに連なるワイズ 141クラブを代表する立場のリーダーが集い、パートナーシップ委員会を
開催し、共同して地域やユースのためにできることを行うべく、パートナーシップ委員会 ( 連絡協議会 ) の設置を多く
のYMCAで行うことを提案する。
当面 2022 年を目標に行動計画を作り、実施していけるようにしていただきたくお願いします。今後、両団体にとって
利のある協働事業を提案し、実行されることを期する。

東西日本区が共に手を携え互いの発展に寄与する為に機会ある毎に懇談をすることと情報の相互共有
（メール交換等）することを山田理事と約したことを踏まえ下記行いました。
下記協議・相談しました
・ワイズ YMCAパートナーシップ委員会の互いの区での正式位置付とそれへの協力を確認　　
・次回の東西日本区理事懇談会（令和 2 年 4月18日開催予定）の際、ワイズ YMCAパートナーシッ
プ委員会を併せて開催する。　
・国際議員選挙に関して、棄権クラブの無き様に各クラブ会長への投票啓発に尽力する
・レガシー基金への供出に関しては互いの区の事情を鑑み判断する。
・国際、地域に関係する資料の開示を検討する　
・２０２２年に東西日本区合同の記念の催しを開催することの是非を含め検討する

ワイズ・YMCA パートナーシップ委員会

山田東日本区理事との懇談

開催 10月 4日午前 11時～午後 6 時　於 :YMCA同盟（東京四ツ谷）

10月11日YMCA研修会終了後　午後 1時～ 3 時　於 : 在日本韓国 YMCA
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広報・情報委員長 加藤信一（京都トップス） 

ワイズデーを利用して、YMCA やワイズメンの活動をより多くの地域の人やマスメディアに巻き込ん

で認知してもらい社会的認知度を上げましょう。 

そのために西日本区のホームページをもっと活用し、広報・情報委員会に情報をもっといただける

ようにお願いします。前期からは西日本区ホームページの TOP には、YMCA サービス・ユース事業

及び地域奉仕・環境事業における「JAPANWEST Action!」が UP されています。 

それを利用して頂き、もっと各クラブ・各部の活動をアピールして頂き、他クラブ・他部がどんな活動

を行っているか情報の共有にも努めましょう。 

 

 
 
 
 

西日本区チャプレン 立野康博（熊本ジェーンズ） 

聖書の小窓「ワイズの手に愛が宿る」 

 ワイズ活動の中で奉仕という言葉を聞きます。具体的には何かなと思います。 

ある看護師さんがおられました。緩和ケアの病室で、反応がわずかしかない患者さんの体

を毎日拭いておられました。いつもの仕事なので何も考えずに。 

しかし、ふと自分の母のことを思い出したそうです。母が末期病棟にいたとき、自分は同

じように機械的にはできなかった。私の大切な人がここに生きていると思って体を拭いてい

たことを思い出したそうです。それから、すべての患者さんを母と思い、接してこられたそ

うです。ある日一人の患者さんが感謝をのべられた言葉は、「あなたの手には愛がある」で

した。  

「御手はこの山の上に」。神様がここにいて守ってくださる。神様はここにおられるとい

う確信があります。「御手」という言葉にひかれます。私たちにも手が与えられているから

です。神様の御手とわたしの手。この二つの手が一つとなってワイズ活動があります。ワイ

ズの手には愛があります。 

私たちはワイズ活動の中で奉仕をします。機械的に奉仕をするために集められているわけ

ではありません。神様から呼び集められた私たちの奉仕は「この手に神様の愛が宿る」奉仕

です。 

 

 

11 月は Public Relations と Wellness強調月間 
ワイズデーを利用して、地域の人やマスメディアを巻き込んで社会的認知度を高めま

しょう！ 

 

 

ワイズデーを利用して、地域の人やマスメディアを巻き込んで社会的認知度を高めま

しょう！ 

 

ワイズデーを利用して、YMCA やワイズメンの活動をより多くの地域の人やマスメディ

アに巻き込んで認知してもらい社会的認知度を上げましょう。 

そのために西日本区のホームページをもっと活用し、広報・情報委員会に情報をもっ

といただけるようにお願いします。前期からは西日本区ホームページの TOP には、YMCA

サービス・ユース事業及び地域奉仕・環境事業における「JAPANWEST Action!」が UP さ

れています。それを利用して頂き、もっと各クラブ・各部の活動をアピールして頂き、他

クラブ・他部がどんな活動を行っているか情報の共有にも努めましょう。 

 

今月の聖句 2019 年 11 月  イザヤ書 25 章 10 節 
主の御手はこの山の上にある。 
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日本 YMCA 同盟 ワイズメンズクラブ西日本区 

連絡主事 光永尚生                                                       

11 月・霜月 

10月は、まさに自然の猛威が連続して、改めて畏怖を感じた月でした。皆様もご存じのとおり、未曾

有の広域にわたっての自然災害に対して、私たちはどう向き合っていくことができるのでしょうか。 

YMCA では、まさにこれまでの数年間の振り返りを基にして、「エリアセーフティ」という考え方をまとめ

ております。それは、全国を東日本地区、中日本地区、西日本地区と 3 つに分類し、どの地域で巨大

な自然災害が発生したとしても、他の地区の YMCA や、ワイズメンズクラブなどが協力して、第 1 次、

第 2 次、第 3 次と続く支援活動に対応していくことを可能とする仕組みを創ろうとするものです。 

今回は、東日本地区の災害に際して、東日本地区のエリアセーフティネットワークを構築しつつ、

近隣の YMCA が情報収集、情報分析、初動の調査などを担おうとしてきました。その働きをサポート

するために、中日本地区、西日本地区の YMCA と関係する団体が、募金活動などの開始や地域へ

の協力の依頼を進め、息の長い支援活動となるように将来への道筋をつけていこうとするものです。 

現在も、災害の全容がつかめないほどに、被害が拡大しておりますが、私たちの YMCA、私たちの

ワイズメンズクラブは、地域に寄り添い、仲間と繋がりながら、「そっと寄り添う」支援活動を続けるべく、

日々活動を続けているところです。 

皆様におかれましても、私たちがすべきこと、私たちにできること、私たちが続けていくべきことなど

をお考えいただきつつ、募金活動、支援活動並びに実行可能な活動を共にお支え頂ければ幸いで

す。日本 YMCA 同盟は、皆様に対して、今後とも持続可能な働きを目指して情報の発信や御願いを

続けさせていただきます。引き続き宜しくお願い申し上げます。 

いつもありがとうございます。 

 

 

共に語る会（理事懇談会）の開催 

ワイズメンの活動が活発に行われるために西日本区全体の情報の共有と協働・協力が大切

と考え「共に語る機会」を持ちたいと思いました。 

今期具体的なアクションへと移行して頂く為に期首に各部部長様の計らいで実現しまし

た。一方通行の会議ではなく部長、主査、クラブ会長の方々と忌憚ない意見を交わす場にな

れば幸いです。 

【開催実績】 

＜6 月 16 日 京都部＞ 理事通信 7月号にて既報 

＜7 月 15 日 瀬戸山陰部＞ 理事通信 8月号にて既報 

＜7 月 27 日 中西部＞ 理事通信 9月号にて既報 

＜8 月 3日 びわこ部＞ 理事通信 9月号にて既報 

理事懇談会情報 

ＹＭＣＡ便り 
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＜8 月 24 日 西中国部＞ 理事通信 9月号にて既報 

＜9 月 11 日 中部① 名古屋ＹＭＣＡ＞ 理事通信 10 月号にて既報 

＜9 月 21 日 九州部＞ 理事通信 10月号にて既報 

＜9 月 28 日 六甲部＞ 理事通信 11月号 2Ｐに掲載 

＜11 月 2 日 中部② 長土塀青少年交流センター＞ 北陸エリアで開催予定 

＜阪和部＞ 台風接近のために延期、現在調整中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区大会情報 
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                        ＊詳細については各クラブにお尋ねください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山クラブ 

７０周年 
２０１９年１２月１日（日） ホテルグランヴィア和歌山 

鹿児島クラブ 

３０周年 
２０２０年１月１８日（土） ジェイドガーデンパレス 

京都エイブルクラブ 

３０周年 
２０２０年２月１５日（土） 京都ホテルオークラ 

神戸クラブ 

９０周年 
２０２０年２月２２日（土） ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸 

熊本クラブ 

７０周年 
２０２０年３月１５日（土） キャッスルホテル 

京都ウエストクラブ 

４０周年 
２０２０年５月５日（火・祝） 国立京都国際会館 

周年例会情報 
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大阪高槻ワイズメンズクラブの例会場は「西武高槻」6 階多目的ホールにて行っていますが、10 月

5 日から名称が「阪急高槻」に変更になるため、お間違いの無いようによろしくお願いします。名称が

変わるのみで例会場などの変更はございません。（大阪高槻クラブ 森本榮三） 

 

 

 

 

【びわこ部】 第 1 回ワイズ地域フォーラム 

        2019 年 11 月 30 日（土） 

        奥琵琶湖マキノグランド 

パ－クホテル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各クラブ、各部などで西日本区内に広く周知したい情報等があれば、書記（河口）および理

事事務局長（林）までお知らせください。 

書記     河口 裕亮 ｅ-mail: hiroaki@hikonnect.co.jp 

理事事務局長 林 宏一  ｅ-mail: confiture.de.roses@ray.ocn.ne.jp 

 

理事事務局から 

お知らせです！ 

ワイズ起こし運動のお知らせ 


